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１．概要（Summary） 

環状 DNA分子のトラップを目的として、フォトリソグラフ

ィ関連装置を利用し、微小ピラー形状を有したマイクロ流

路基板を作製した。走査型電子顕微鏡による観察の結果、

良好に作製されていることを確認し、また、環状 DNA 分

子のトラップを試みたところ、微小ピラーにトラップされる

様子が観察され、本デバイスの原理が実証された。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

マスクアライナ（ミカサ社製, MA-10）、走査電子顕微鏡

（EDS付き）（JEOL社製, JSM-6060-EDS） 

【実験方法】 

流路用と微小ピラー用のフォトマスクをそれぞれ作製し、

マスクアライナを用いて、SU8-3010により流路鋳型をシリ

コン基板上に、SU8-3005 により微小ピラーをガラス基板

上に作製した。鋳型を基に PDMS モールディングによる

流路形成を行い、微小ピラーを形成したガラス基板と位

置合わせをしながら接合し、デバイスを完成させた。得ら

れたデバイスに環状DNAをシリンジポンプにより導入し、

流れの中での環状 DNA のトラップの様子を蛍光顕微鏡

によりリアルタイム観察を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

SU8 流路型、PDMS 流路、SU8 微小ピラーについて

それぞれ走査電子顕微鏡を用いて形状を評価したところ

設計通り良好に作製されていることが確認された

（Fig.1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 SEM image of micropillars 
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５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし。 

 

６．関連特許（Patent） 

なし。 
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